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・第 29 回東海北陸理学療法学術大会、2013 年 11 月．最優秀賞受賞(共同)． 
・第 49 回日本理学療法学術大会、2014 年 5 月 
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図 1 リハビリサポートの広告   図 2 すこやかリハサポートの講座の様子 
 
 
図 3 講座内容アンケート結果          
 






































参加者数：2月1日：62名  アンケート回収率：100％ 
以下アンケート内容（図 3） 
問 1 あなたの性別と年齢を教えてください 
   男 26 名平均年齢 58 歳（14～81） 女 33 名平均年齢 64 歳（19～79） 
問 2  「痛みの基礎と最新治療」を受講して理解が深まりましたか？ 
かなり理解できた 17 名 ・ 理解できた 38 名 ・ どちらともいえない 3 名 
問 3  ｢慢性的な痛みの理学療法」を受講して理解が深まりましたか？ 
かなり理解できた 20 名 ・ 理解できた 33 名 ・ どちらともいえない 4 名 
問 4  ｢腰痛のためのトレーニング」を受講して理解が深まりましたか？ 
かなり理解できた 22 名 ・ 理解できた 29 名 ・ どちらともいえない 1 名 
（問 2・3・4 では、あまり理解できなかった・全く理解できなかったは 0 名であった）。 
問 5  このような健康講座は 1 年にどれくらい実施すべきか？ 教えてください。 
  毎月 1 名 ・ 2 か月に 1 回 4 名 ・ 3 か月に 1 回 12 名   
6 か月に 1 回 31 名 ・ 1 年に 1 回 6 名 
問 6  あなたは、今、痛む部位がありますか？  
回答： ある 42 名 ・ ない 16 名  
「ある」と答えた方にお聞きします。（「ない」と答えたかは問 7 へ） 
①  の痛みはいつからですか？ 回答：10 日前から 1 年以上の期間 
②  どこに痛みがありますか？ 回答：腰 膝、股関節、肩 足関節 
③  講義を受け、痛みが減りましたか？ 
回答：痛みが減った 12 名・痛みが減らない 18 名 
④  ｢痛みが減った｣ と回答した方にお聞きします。 
本日の講座受講前後の痛みの強さ と 痛みの不安 下記の数字につけてください。 
受講前平均値：痛みの強さ 6/10 不安 3/10   
受講後平均値：痛みの強さ 5/10 不安 2/10  
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日時 講座名 内容 講師










































A 発達支援センターを卒園した小学生 7名 
2）募集方法 
   A 発達支援センターを卒園し、在園中に作業療法士による感覚統合療法（以下 SI）に基づいた集
団作業療法に参加した子どもの家庭に、センターより余暇支援活動参加の案内と希望申請を送付。
7 名から参加希望があり、発達障害をもった小学生 7 名と、そのきょうだい 3 名に対し、余暇支援





   期間：夏休み 2013 年 8 月 28 日、29 日、30 日の 3日間 
春休み 2014 年 3 月 25 日、26 日、27 日の 3日間 
時間は 10 時から 17 時までであるが、参加時間は各家庭で自由とした。  
   場所：中区にある倉庫を借り、SI で使用する遊具を設定した。 
 
 
 
ありがとうございました。 
・具体的な指導を増やして欲しい。腰痛予防は歩くこと。体を動かすことが大切だと知
りました。痛み予防は笑いでしょうか。 
・日常生活で心して動く事を心掛けて楽しく生活をして行く様にすごしたいと思います。
ありがとうございました。 
・痛みが起きるメカニズム、部位を具体的に知ることが出来ました。（分かり易くご説
明頂きましたことで） 
・トレーニングの説明と実技は大変、有効でした。 
・今回新聞広告にパンフレットが入ってきて、この講座を知りましたが、いろんな形で
お知らせしていただくと助かります。とても良い講座でした。今後に役立てたいと思
います。年に何回かやっていただくとありがたいです。ありがとうございました。 
・時間が長いので、もう少し少なくして2～3回に分けて欲しい。無料でなくても資料代
位を負担してもよいので、質問時間なども作ったり、体操なども2～3回あるとありが
たいです。運動で気持ちよくなりました。ありがとうございました。 
・次回も必ず参加します。よろしくお願いします。 
・今整形に通院していますが、今回の講座の方がよく理解できました。腰痛のためのト
レーニングを家でもやってみようと思っています。トレーニングはとてもよかったで
す。 
・トレーニングの仕方、大変参考になりました。おしりが痛いのが少し楽になりました。 
自己流の運動でなく、正しく毎日することが大事だと思いました。毎日トレーニング
します。ありがとうございました。 
 
Ⅵ. 考察とまとめ 
アンケートから講座受講後の受講生の理解度は、おおよそ 80％以上であった。受講後の
痛みの改善は、痛みのある方の約 70％で痛み強度と不安が減少した。今回、講義を通して
受講生の痛みの知識が向上し、痛みを理解したことで痛みの不安感が減り、痛みを抑制し
た可能性を示唆した。受講生は、痛みの知識を学ぶことで痛みの機構を知り、日常生活に
おける身体や脳の不安体験を減少できた可能性がある。さらに各講座の満足感も高い結果
である。自由記載は、講座開催に関する感謝の意や、痛みの正しい知識を学修され、痛み
の抑制の仕方を知り実際に痛みが抑制された感想をいただいた。以上より、今回の講座が
地域在住の方々に役立てられ、本学で実施したこの講座が地域貢献に至っていると推察で
きた。痛みの知識は、日頃学ぶ機会がなく、今後も活動を継続する必要性を感じた。 
今回の健康講座では、腰痛に焦点をあてた。今回テーマとして提示した腰痛は、慢性疼
痛への移行が大きい現状があり、その機構は住民に周知されていない。今後も、痛み講座
の必要性を感じた。すこやかな生活を送るためには、痛み改善は重要である。このような
健康に関する様々な企画を、地域の方々に受講していただくことで、健康寿命が延長する
可能性がある。痛みを持つ方々はまだまだ多く、より健康な生活を送るため、我々は、健
康講座を開催していく意義があると考えている。ゆえに今後も、すこやかリハサポート健
康講座を継続することで、この地域住民の方々のリハビリサポート体制を整えて行く。 
 
Ⅶ. 未発表の場合は発表計画等 
保健福祉実践開発研究センターが企画する報告会で発表する。 
・理解できた。今後の参考に大いになりました。 
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